
市政に対する一般質問一覧表 

 

平成３１年第１回定例会 

 

質問順位    １       議席番号   ２番       氏 名  田 嶋 孝 安   

質問方式 一問一答 質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．「ホストタウン」

と「共生社会」実

現について  

 

 

 

 

 

 

 現在、三沢市は来年に迫った２０２０東京オリンピック・パラリンピ

ックの開催に向け「ホストタウン」と「共生社会ホストタウン」に登録

され、「心のバリアフリー」や「あすチャレ！アカデミー」「ウィルチェ

アラグビーカナダチーム」との交流等事業が進められています。この成

果を更に「共生社会」実現に向け、今後どのように活用していくかが重

要であると考えます。また、今期の冬を見て改めて感じるのは、特に障

害のある方やお年寄りにとって、市内における除雪対策は重要であると

思いました。このようなことを踏まえ、今後の市の方針として次の点に

ついて伺います。 

 

① 「ウィルチェアラグビーカナダチーム」の大会中の応援について 

② 大会後の発展的な取組みについて 

③ 共生社会実現に向けた三沢市の除雪・防雪対策について 
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質問順位    ２       議席番号   ３番       氏 名  佐々木 卓 也   

質問方式 一問一答 質問時間 ２５分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．町内会の将来像に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．子どもの貧困対策

に係る取り組み

について 

 平成２８年３月に策定された三沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略

では、町内会加入率について、各町内会及び市連合町内会等と連携し、

コミュニティ活動の基礎となる町内会への加入促進を積極的に推進する

こととし、平成２６年の基準値５９．１％に対し平成３１年の目標値が

７０％となっています。 

 私は、度重なる自然災害の経験などから人と人とのつながりや絆、地

域コミュニティの重要性が再認識されている中、町内会の役割はますま

す重要になると考えます。 

 そこで、次の２点についてお伺いします。 

①市が思い描く町内会の将来像について 

②町内会への加入促進の取り組みについて 

 

 

 国は、平成２５年６月、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」を制

定しました。 

 この法律は、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右され

ることのないよう、全ての子どもたちが夢と希望を持って成長していけ

る社会の実現を目指し、貧困の状況にある子どもが健やかに育成される

環境を整備するとともに、教育の機会均等を図るため、学校を子どもの

貧困対策のプラットフォームと位置付け、学校教育による学力保障、学

校を窓口とした福祉関連機関との連携、地域による学習支援など、総合

的に対策を推進するとしています。 

 そこで、子どもの貧困対策に係る市の取り組みについてお伺いします。 
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質問順位    ３       議席番号  １２番       氏 名  春 日 洋 子  

質問方式 一問一答 質問時間 ２０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育問題 

１．「心のバリアフリー」の推進について 

 昨今、各地で障がい者への差別や偏見をなくす「心のバリアフリー」

が進められています。そこで本市での取り組み状況をお伺いします。 

 

２．「婚活」支援事業の導入について 

 結婚願望はあるけれど、出会いがない独身者を応援しようと、多くの

自治体が「婚活」支援事業に取り組んでいます。少子化対策の観点から

も導入すべきと考え、本市のご見解をお伺いします。 

 

３．ごみ分別アプリの導入について 

 ごみ分別アプリは、ごみ収集日を通知でお知らせするもので、ごみ分

類検索もできます。しっかり分別することで、資源ごみリサイクル率の

向上にもつながるものと考え、導入に向けて本市のご見解をお伺いしま

す。 

 

 

１．虐待から子どもを守るための、学校での対応体制について 

 千葉県野田市で、小学生の女児が虐待で亡くなった事件を受け、国を

上げての再発防止策が求められています。そこで本市の学校における対

応体制をお伺いします。 

 

２．「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の副教材の活用について 

 日本ユニセフ協会と外務省が制作した「持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）」の副教材が昨年１０月から全国の中学校へ配布が始まったとのこと

です。 

 貧困、環境問題などを知る契機になるものと考え、市内中学校での活

用についてのご見解をお伺いします。 

 

３．選択制の制服の導入について 

 千葉県柏市や埼玉県新座市では、性別に関係なく誰でも自由に選べる

制服が導入されており、従来のスカートスタイルに加え、パンツスタイ

ルも自由に選択できるようになり、「冬場は暖かい」などの好評の声が上

がっているそうです。 

 本市においても導入すべきと考え、ご見解をお伺いします。 
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質問順位    ４       議席番号   ５番       氏 名  遠 藤 泰 子   

質問方式 一問一答 質問時間 １０分 

質 問 事 件 質  問  の  要  旨 

１．健康問題 

 

１、健康増進法改正に伴う受動喫煙対策について 

 昨年７月に改正健康増進法が公布され、国及び地方公共団体の責務等

については、本年１月２４日に一部施行しています。また、本年７月１

日からは、学校・病院・児童福祉施設、行政機関等の第一種施設は、原

則敷地内禁煙となります。受動喫煙によるリスクについては、肺がん、

虚血性心疾患、脳卒中などの病気に因果関係があるとされており、受動

喫煙を受けなければ、国内で年間１５，０００人が死亡せずに済んだと

推計されています。一方では、喫煙者の権利を尊重するという意味にお

いては、喫煙場所を設置する必要もあると思います。そこで次について

質問いたします。 

 ①健康増進法が改正され、受動喫煙防止対策が強化されることになる

と思いますが、当市の受動喫煙に関する病気リスクについての認識につ

いてお伺いします。 

 ②市役所庁舎などの事務を処理するため使用する行政機関等の施設

は、特定屋外喫煙場所以外は敷地内禁煙となると思いますが、現在の状

況は施設ごとに喫煙場所の取り扱いが異なると思います。施設の性質に

応じた対応が必要であると思いますが、今後、どのように取り組むのか

お伺いします。 

 ③行政機関以外の公共施設、例えば、集会所等のコミュニティ施設な

ど指定管理されている施設は、第二種施設に該当すると思いますが、指

定管理されている施設の受動喫煙対策は、どのようにするのかお伺いし

ます。 

 ④今後、受動喫煙防止を推進するにあたり、市民、関係団体の理解を

得ながら、一体となった取り組みを進めるためのガイドライン的なもの

が必要になるものと思いますが、今後の取り組みについてお伺いします。 
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